
 真砂第二小学校・真砂第三小学校 

統合準備会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年１２月発行 

【 第 １ 号 】       

編集・発行 

真砂第二小学校・ 

真砂第三小学校統合準備会 

千葉市教育委員会では、子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実をめざした

学校適正配置に取り組んでおります。 

真砂地区におきましては、「真砂地区学校適正配置地元代表協議会」の真摯な協議を踏まえ、

真砂第一中学校と真砂第二中学校の統合、真砂第一小学校と真砂第四小学校の統合、真砂第二

小学校と真砂第三小学校の統合が決まり、いずれも平成２３年４月に新設統合校として開校す

ることになりました。この決定を受け、１１月１６日に「真砂第二小学校・真砂第三小学校統

合準備会」を発足し、統合校の円滑な開校に向けて準備を進めていくことになりました。 

このお知らせは、「真砂第二小学校と真砂第三小学校統合準備会」の協議内容について、保護

者や地域の皆様へお知らせするためのものです。今後とも準備会の協議に合わせて継続して発

行してまいります。 

 １１月１６日（月）午後３時半より、  ＜真砂第二小・真砂第三小統合準備会委員＞（敬称略） 

真砂第二小学校図書室にて、第１回統 

合準備会を開催しました。 

 統合準備会は、統合対象校の職員、 

保護者や地域の代表、教育委員会職員 

で構成されています。会長は真砂第三 

小学校の成田校長、副会長は真砂第一 

中学校区青少年育成委員会の安井会長 

と真砂第二小学校 

の古屋校長です。 

 

 

 

 

 

 

教育委員会では、新設統合校ごとに統合準備会を設置しました。統合準備会では、平成２３

年４月の開校に向け、統合校の教育内容や校舎の改修、通学路の安全確保、統合前の交流活動、

制服や学用品等について、情報交換と協議を行います。 

学校やＰＴＡ・保護者会は、それぞれの役割に従い、統合に向けての課題を適宜検討・調整

し、統合準備会に報告します。子どもたちのより良い教育環境整備に向けた協議を行います。 

統合準備会とは… 

 

統合に向けた話し合いが始まりました 

 

     氏　名        役　　　職      氏　名       役　　　職

成田　昌子 真砂第三小校長 米倉　佳代
真砂第三小
父母と教師の会会長

安井　要子
真砂一中区青尐年育
成委員会会長

上妻　陽子
真砂第三小
父母と教師の会副会長

古屋　直樹 真砂第二小校長 佐藤　優子
真砂第三小
父母と教師の会副会長

中川　邦彦 真砂第二小教頭 中古　益弘 学校財務課係長

柿沼　貴司 真砂第二小教務主任 衣鳩　和敏 学校施設課係長

芳野　英博 真砂第三小教頭 伊原　浩昭 学事課係長

齋藤　健 真砂第三小教務主任 伊藤　剛 教職員課係長

佐藤　靖子
真砂第二小
ＰＴＡ会長

橋本　好造 指導課主任指導主事

金木　理絵
真砂第二小
ＰＴＡ副会長

古舘　生雄 企画課主幹

皆川　里砂
真砂第二小
ＰＴＡ副会長

加茂　進 企画課主査

伊藤　裕志 企画課主査補



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市役所ホー 

第１回協議会での協議内容 

 第１回協議会では、会長、副会長、教育委員会の 

あいさつの後、次のことについて協議されました。 

以下は、その概要です。 

ア 統合準備会の役割とスケジュール等について 

統合準備会の役割や校舎の改修スケジュールの 

予定等が確認されました。 

現真砂第三小学校は平成２２年度に改修のため 

 の設計、２３年度に改修工事が実施される予定で 

す。したがって、２４年度以降の改修校舎への移 

転までは、現真砂第二小学校に仮住まいすること 

になります。 

イ 新設統合校開校に向けた検討事項について 

  開校に向けて準備を進めるべき事柄が確認され 

ました。学校運営や教育内容のすり合わせ等、学 

校同士で行わなければならない内容が一番多いで 

す。古屋校長からは、円滑な統合に向け、子ども 

たち同士のかかわりを深める学校行事や教育活動 

を来年度より行っていく旨の話がありました。保 

護者代表からは、「来年度から体操服等の学用品を 

統一できるとよい」「統合のよさが感じられる環境 

整備や子どもたちの心理的負担の軽減、教職員配 

置に配慮してほしい」といった要望がありました。 

ＰＴＡ・保護者会については、来年度以降の団 

体統合に向け、組織体制や活動をすり合わせてい 

くことが報告されました。 

ウ 引っ越しの基本的な考え方について 

  引っ越しは、仮校舎への移動、そして改修校舎への移動の２回必要 

となります。子どもたちの学校生活に支障をきたさないよう、基本的 

な考え方が示され了解されました。保護者組織で寄贈した図書等を統 

合校でも有効に使ってほしいという要望が出されました。 

 

  

新設統合校開校に向けては、今後、 

＜古屋副会長あいさつ＞ 

ちょうど昨年の今頃は、保護者のアンケート調査

が実施されていたように思う。これからは、新し

い学校づくりのために、より現実的な課題と向き

合う段階となった。真砂地区は中学校の統合もあ

るので、中学校との連携もよくとりながら、準備

を進めていきたい。 

＜山﨑企画課参事あいさつ＞ 

地元代表協議会では、委員の皆様に真摯な協議を

していただいた。この準備会では、学校・家庭・

地域・行政が一体となって新設校について協議し

ていくことになる。１年余の期間であるが、皆さ

んのご協力を仰ぎ、子どもたちにとって夢と希望

が持てる学校にしていきたい。 

＜成田会長あいさつ＞ 

主役は真砂第二小と真砂第三小の子どもたちであ

り、子どもたちが不安なく統合できるように考えて

いくことが私たちの使命である。ご協力をよろしく

お願いしたい。 

＜安井副会長あいさつ＞ 

地元代表協議会においては、委員同士の意見のぶ

つかり合いもあったが、前向きな協議の結果、統

合の要望書を提出することができた。大役ではあ

るが、子どもたちのためにがんばりたい。 

【統合準備会事務局】 

千葉市教育委員会教育総務部企画課 

TEL 043-245-5908  

FAX 043-245-5988 

※ 統合準備会だよりは、教育委員会のホームペー

ジでもご覧になれます。市役所のホームページの

『サイト内検索』に「適正配置」と入力してご覧

ください。 

＜今後の予定＞ 

第２回準備会 平成２２年１月～３月 

第３回準備会 平成２２年５月 

第４回準備会 平成２２年９月～１１月 

第５回準備会 平成２３年２月 

※準備会は、この他にも必要に応じて開催 

されます。 

 


